
資料提供招請に関する公表 
 
 次のとおり物品の導入を予定していますので、 
当該導入に関して資料等の提供を招請します。 
 令和 7 年 6 月 24 日 
    国立大学法人福島大学長 三浦 浩喜 
◎調達機関番号 415 ◎所在地番号 07 
○第１号 
１ 調達内容 
 (1) 品目分類番号 14 
 (2) 導入計画物品及び数量 
   学務情報統合システム 一式 
 (3) 調達方法 借入 
 (4) 導入予定時期  
   令和 9 年度 4 月以降 
 (5) 調達に必要とされる基本的な要求要件 
Ａ 本システムは、学籍管理、教務管理（カリキュラム管理、成績管理等）の機能を中核

とし、シラバス管理、学納金債権管理、授業料免除管理、奨学金管理、証明書自動発

行、就職管理、健康管理等の多様な学務に関する業務を共通的、効率的に処理すると

ともに、利用者（学生：約 4,500 人、教職員：約 450 人）に対して総合的に支援する

システムであること。 
Ｂ 本システムは、現システムが保有する資源（データ）を継承するとともに、現システ

ムと同等以上の機能が実現できること。また、将来の機能拡充に対しても柔軟に対応

できるシステムであること。 
Ｃ 本システムは、本学ユーザ認証基盤により、個別の学生・教職員を認証した上で、各々

の利用者の属性に応じた各種のサービス提供を行えるシステムであること。また、サ

ービスによってはモバイル環境にも対応したシステムであること。 
Ｄ 本システムは、保守体制、障害時の復旧体制が整備されており、定期点検等を除き、

１年を通じての終日運用が可能であること。 
Ｅ 学内の他の情報システムとのデータ連携を図ることが可能であること。 
Ｆ 本システムは、本学キャンパス情報ネットワークを通じて、円滑な通信により各種サ

ービスを提供し、かつ不正アクセスに対応する十分なセキュリティ機能、性能を有す

ること。 
２ 資料及びコメントの提供方法 

上記１(2)の物品に関する一般的な参考資料及び同(5)の要求要件等に関するコメント並

びに提供可能なライブラリーに関する資料等の提供を招請する。 



(1) 資料等の提供期限 令和 7 年 7 月 25 日 17 時 00 分（郵送の場合は必着のこと。） 
(2) 提供先 〒960－1296 福島市金谷川１番地 
 福島大学会計課調達係 森田 大輔 電話 024-548-8104 
メールアドレス：chotatsu@adb.fukushima-u.ac.jp 

３ 説明書の交付  
本公表に基づき応募する供給者に対して導入説明書を交付する。 

 (1) 交付期間 令和 7 年 6 月 24 日から令和 7 年 7 月 25 日まで。 
 (2) 交付方法 上記 2.(2)のメールアドレス宛に請求した者に交付する。 
４ 説明会の開催  

本公表に基づく導入説明会を開催する。 
 (1) 開催日時 令和 7 年 6 月 27 日 14 時 00 分 
 (2) 開催場所 福島大学事務局第２会議室 
５ その他  

この導入計画の詳細は導入説明書による。なお、本公表内容は予定であり、変更する

ことがあり得る。 
６ Summary 
 (1) Classification of the products to be procured : 14 
 (2) Nature and quantity of the products to be rent : 

 Integrated Information System for Academic Affairs 1 Set 
 (3) Type of the procurement : Rent 
 (4) Basic requirements of the procurement : 
Ａ The procuring system should consist of the base faculties, such as school 

registration management, educational affairs management, and the 
sub-management systems as follows: syllabus management, scholarship 
management, issuance of certificates, management of exemption of school fee, 
carrier management, health management. The procuring system must furnish the 
above faculties to 5,000 users efficiently. 

Ｂ The procuring system must inherit academic affair data from the current system 
and must perform to an equal or higher level than the current system. 
Furthermore, the procuring system must have sufficient expandability and 
flexibility to be able to add other faculties in the future. 

Ｃ  The procuring system must provide various information to users with an 
authentication based on user’s identification in authentication system of 
Fukushima University. Furthermore, the procuring system can be adapted to the 
mobile environment. 

Ｄ A maintenance work and a restoration work must be organized and the procuring 



system must work all the day but periodic maintenance. The successful bidder 
must support Fukushima University after the supply and must correspond to 
inquiry on operation of the procuring system. 

Ｅ The procuring system can be make data federation with other information 
systems of Fukushima University. 

Ｆ The procuring system must give its service to users through the campus network, 
and must be secure against unauthorized access and other attacks. 

(5) Time limit for the submission of the requested material: 17:00 25 July, 2025 
(6) Contact point for the notice : MORITA Daisuke, Procurement Section Finance 

Affairs , Fukushima University, 1 Kanayagawa Fukushima-shi 960－1296 Japan, 
TEL 024－548－8104     Email  chotatsu@adb.fukushima-u.ac.jp 

 
 
 
 


